






 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 詳しくは、書籍「気になる子も過ごしやすい園生活のヒント」（学研）に掲載されています。 
 

  
① 発達総合支援室・機能の設置   既設置 ７市町  準備中 ８市町 
  ② 発達チェックリスト、個別の指導計画の導入（巡回指導） 

２５市町３６４園８８０ケース 

  ③ みえ発達障がい支援システムアドバイザー １０市町２１名 

（保育士 11 名、保健師４名、教師６名） 

三重県の取り組みが注目を集め、以下のように県外との関わりもありました。 
○視察来園１１団体 ○講演依頼６会場 ○早期発見・支援の手法（DVD）の問い合わせ２９自治体 
 

“三重県に生まれ育つすべてのこどもに途切れのない支援を”目指して、来年度も市町支援

グループは、「途切れのない支援システム」の構築を協働支援していきます。 

 

 

 

○ 成功体験ができるよう、定期的にトイレに誘いましょう。 

① 排尿の間隔を観察し、記録しましょう。 

・１時間おきにトイレに誘導したときと失敗したときの時間を記録して排尿時間を把握します。 

② 時間を決めて、トイレに誘いましょう。 

・園の一日のスケジュールに、トイレの時間を設定し、子どもに知らせます。 

・クラス全体の流れに合わせて、みんなで行くのもよいでしょう。 

③ 失敗したあとでも、便器に誘導し、「トイレでする」という習慣をつけます。 

④ トイレでできたときには、大いに誉めましょう。 

 

○ 排尿のサインを伝えましょう。 

① トイレに誘導するときには、子どもの下腹部を軽くたたきながら、「おしっこ行きます」と声か

けをする。 

② 「○○ちゃんもおしっこしているよ」と友だちの姿をモデルに、声かけをする。 

年中のDくんはトイレに行くことや便器に座ることは嫌ではありませんが、一人で行くことがで
きず、失敗が多くなってしまいます。どのように、トイレットトレーニングに取り組んだらよいで
しょうか？ 

トイレで排泄ができない 
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